




































A Meaning of “Wait for Another’s Response”
on the Human Relations in One’s Early Childhood
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　今、社会全体が新型感染症の影響を受け、先の見通しを持ちにくく、言い知れぬ不安とともに毎日を生き
ています。その痛みに感じ入るとともに、その痛みと共にある人々の福祉を考え続けることの必要性を思わ
ずにいられません。
　本学の研究紀要は、各教員の専門分野における学術研究成果を集積・発信する役割を担っており、同時
に、教育・研究に対する社会的責任を果たしていることを内外にお示しするための成果物でもあります。
　令和２年度は、２回の紀要発刊を予定しておりますが、まずはその第１弾となる第62号を刊行することが
叶いました。人文・社会科学系の論文を５編、自然科学系の論文を１編、研究ノートを１編収載しておりま
す。また、昨年度からの紀要委員会での検討が実り、今号は初めてA4判２段組みという版の変更も行いま
した。本学の紀要の掲載論文は、電子データ化され、社会に広く公開しております。研究倫理を遵守し、よ
り質の高い研究を携えた研究紀要として、さらに充実していくことが求められると感じております。
　最後に、この紀要は、各種原稿を投稿してくださいました先生方、査読をお引き受けくださいました先生
方、並びに紀要委員会の各委員の先生方、委員会担当事務局のご尽力の賜物です。白鴎社の皆様には、厳し
い発刊スケジュールにも関わらず大変なご高配をいただきました。ここに、心からの御礼を申し上げます。
誠にありがとうございました。
　次号第63号の発刊に際しましても、格別のご協力をお願い申し上げます。 （M・S）
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